































   
 
プレセプシン複合体の形成機序の解明 
― 相互作用タンパクの同定 ― 
 
溝越祐志
澤村 暢 澁谷雪子 野村秀明 鈴木高史
 


























 8～9 週齢の C57BL/6J 雄マウスに、ドーパミン神経を傷害する薬物である rotenone


























(2) ハマダラカ（Anopheles stephensi ）の中腸に本 defensin分子を発現させ、マラリア原虫
を感染させたときに Oocyst の数が有意に減少した。そこで現在、再現性の確認を行ってい
る。
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